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用
　
語
　
解
　
説

２
０
２
２
年
「
あ
な
た
が
選
ぶ
！
三
重
県
議
会

の
活
動
ベ
ス
ト
10
」
投
票
開
始
の
お
知
ら
せ

　　
県
議
会
で
は
、
議
会
活
動
に
つ
い
て
広
く
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
１
年
間
の
主
な
活
動
を
ふ
り
返
る
「
あ
な
た

が
選
ぶ
！
三
重
県
議
会
の
活
動
ベ
ス
ト
10
」
を
、
県
民
の
皆
さ

ま
や
県
議
会
議
員
か
ら
の
投
票
に
よ
り
選
定
し
、
12
月
末
に
発

表
し
ま
す
。

　
候
補
の
中
か
ら
、
こ
れ
は
！
と
思
う
も
の
を
県
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
期
間
は
令
和
４
年
11
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
12
月
９
日（
金
）で
す
。

投
票
候
補
（
抜
粋
）

・�

議
員
提
出
条
例
と
し
て
「
差
別
を
解
消
し
、
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
三
重
を
つ
く
る
条
例
」
を
可
決
《
不
当
な
差
別
等
の
禁

止
を
明
記
し
、そ
の
解
消
の
た
め
の
体
制
や
施
策
を
規
定
》（
５

月
）

・�

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
会
議
の
試
行
を
開
始
《
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
向
け
て
》（
５
月
～
）

・�

第
４
回
「
み
え
高
校
生
県
議
会
」
を
開
催
《
８
校
26
名
の
高

校
生
が
参
加
》（
８
月
）　

　

こ
の
他
に
も
複
数
の
候
補
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
県

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

み
え
県
議
会
出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た

　
県
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
将
来
の
住
民

自
治
を
担
う
県
民
と
し
て
の
意
識
を
育
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
「
み
え
県
議
会
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、
県
内
の
小
中
学
校
や
高
等
学
校
な
ど
に
議
員
が

出
向
い
て
「
県
議
会
の
役
割
」
等
を
テ
ー
マ
に
授
業
を
行
い
、

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
も
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
、
９
月
６
日
に
い
な
べ
市
立

治
田
小
学
校
、
９
月
７
日
に
県
立
南
伊
勢
高
等
学
校
（
南
勢

校
舎
）
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
や
生
徒
か
ら
は
、

「
や
っ
て
い
る
事
を
、
私
達
小
学
生
の
場
合
に
た
と
え
て
く

れ
た
の
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
。」、「
議
会
で
行
っ
て
い
る

こ
と
を
知
れ
て
、
よ
り
選
挙
に
対
す
る
意
欲
が
わ
い
た
。」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
県
議
会
で
は
、
議
会
に
お
け
る
監
視
機
能
の
強
化
や
政
策

立
案
の
充
実
、
地
方
分
権
の
推
進
に
資
す
る
人
材
の
育
成
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
令
和
元
年
度

以
来
３
年
ぶ
り
に
、
三
重
大
学
大
学
院
の
学
生
を
実
習
生
と

し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
実
習
は
、
９
月
８
日
か
ら
22
日
ま
で
の
10
日
間
で
行
い
、

期
間
中
は
、
会
議
の
傍
聴
や
議
員
と
の
意
見
交
換
、
議
員
提

出
条
例
の
検
討
作
業
等
の
県
議

会
事
務
局
の
業
務
体
験
な
ど
を

通
じ
、
県
議
会
や
議
員
の
役
割

等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
９
月
21
日
に
は
、
実

習
の
成
果
を
発
表
す
る
報
告
会

を
開
催
し
、「
政
策
形
成
機
能
の

強
化
に
よ
っ
て
県
議
会
の
存
在

意
義
を
高
め
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
県
議
会
へ
の
提
案

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
10
月
３
日
、
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
の
学
長
・
大
森
昭
生

さ
ん
を
講
師
に
、「
若
者
の
県
内
定
着
に
向
け
た
大
学
の
在
り
方
」

と
題
し
て
、
第
１
回
の
議
員
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
三
重
県
で
は
、
大
学
進
学
時
と
卒
業
後
の
就
職
時
に
多
く
の

若
者
が
県
外
へ
転
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
の
高
等
教
育

環
境
を
充
実
さ
せ
、
三
重
県
を
担
う
人
材
を
育
成
・
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
勉
強
会
で
は
、
県
内
就
職
率
が
７
割
を
超
え
る
共
愛
学
園
前

橋
国
際
大
学
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
思
考
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域

に
根
差
し
た
人
材
育
成
」
の
取

り
組
み
を
中
心
に
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
を
設
置
す
る
場

合
、
検
討
を
行
う
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
教
職
員
・
学
習

環
境
・
地
方
創
生
と
い
っ
た
観

点
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
三
重
県
に
お
け
る

大
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

三
重
県
議
会
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
習
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た

令
和
４
年
度
第
１
回
三
重
県
議
会
議
員

勉
強
会
を
開
催

　
祓は

ら
い

川が
わ
は
、
自
然
の
土

の
堤
防
が
続
く
豊
か
な

生
態
系
を
有
す
る
川
で
、
平
成

16
年
に
県
と
流
域
３
市
町
、
住

民
、
研
究
者
が
関
わ
り
「
祓
川

環
境
保
全
協
働
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
て
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
、
祓
川
に
生
息
す
る

タ
ナ
ゴ
類
等
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
県
は
、
希
少
淡
水
魚
貝
類

の
生
息
数
減
少
の
原
因
究
明
に

向
け
て
、ま
た
、今
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
推
進
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

　
タ
ナ
ゴ
類
や
二
枚
貝

類
の
生
息
数
減
少
の
原

因
究
明
に
向
け
て
は
、
地
域
の

不
安
の
解
消
に
つ
な
が
る
調
査

方
法
を
検
討
し
た
上
で
、
地
元

関
係
者
や
市
町
と
協
議
を
行
う

と
と
も
に
、
専
門
家
と
連
携
し

な
が
ら
調
査
を
進
め
て
い
き
ま

す
。ま
た
、

ビ
ジ
ョ
ン

の
推
進
に

あ
た
っ
て

は
、
県
の

関
係
部
が

連
携
し
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
伺
い

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

③
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に

お
け
る
森
林
吸
収
ク
レ
ジ
ッ

ト
○�

史
跡
斎
宮
跡

整
備
基
本
構

想　
ほ
か

答

１ 

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
気
候
変
動
等
の
影
響
に
よ
り

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
水
災
害

に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
河
川
管
理
者
が

実
施
し
て
き
た
河
川
改
修
等
の

治
水
対
策
に
加
え
、
ダ
ム
の
事

前
放
流
や
土
地
利
用
規
制
な

ど
、
流
域
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

が
協
働
し
て
取
り
組
む
治
水
対

策
の
全
体
像
を
示
し
た
も
の
で

す
。

２ 

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
聴
覚
や
発
話
に
困
難
の
あ
る

方
（
以
下
「
聴
覚
障
が
い
者
等
」

と
い
う
）
と
聴
覚
障
が
い
者
等

以
外
の
者
と
の
会
話
を
、
通
訳

オ
ペ
レ
ー
タ
が
手
話
・
文
字
と

音
声
を
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
り

電
話
で
双
方
向
に
つ
な
ぐ
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
で
、
令
和
３
年
７

月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。

３ 

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入

や
適
切
な
森
林
管
理
な
ど
の
取

り
組
み
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量

や
吸
収
量
を
、売
買
可
能
な「
ク

レ
ジ
ッ
ト
」
と
し
て
国
が
認
証

す
る
制
度
で
す
。
購
入
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
は
、
経
団
連
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
の

目
標
達
成
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
な

ど
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
鳥
羽
市
の
離
島
で
あ

る
答
志
島
へ
の
架
橋
に

つ
い
て
は
、
平
成
21
年
に
三
重

県
議
会
で
「
離
島
架
橋
の
早
期

実
現
」
に

関
す
る
請

願
を
全
会

一
致
で
採

択
し
て
お

り
、
私
自

身
も
離
島

架
橋
の
実

現
に
向
け
て
強
く
要
請
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
、「
三
重

県
離
島
振
興
計
画
」
の
最
終
年

度
に
な
り
ま
す
が
、
新
た
な
計

画
に
離
島
架
橋
を
実
現
す
る
と

明
記
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
知

事
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

　

架
橋
の
整
備
に
は
、

多
大
な
経
費
が
か
か
り

ま
す
。
７
～
８
割
の
方
が
架
橋

に
賛
成
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

中
に
は
架
橋
に
つ
い
て
心
配
さ

れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
「
三
重
県
離
島
振
興
計

画
」
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
て
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○�

誰
も
取
り
残
さ
な
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
三
重
県
を
目
指

し
て

○�

地
域
か
ら
平

和
を
訴
え
る

　
ほ
か

祓
川
の
自
然
環
境
保
全

活
動

西
場
　
信
行 

議
員

（
自
由
民
主
党
／

  

多
気
郡
選
出
）

問

▲一般質問
（西場信行 議員）

伊
勢
志
摩
の
元
気
づ
く
り

に
つ
い
て

中
村
　
進
一 

議
員

（
新
政
み
え
／

  

伊
勢
市
選
出
）

問

▲一般質問
（中村進一 議員）

祓川

答

南伊勢高等学校での
出前講座の様子

治田小学校での
出前講座の様子

報告会の様子

第１回議員勉強会の様子


